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平成２１年第２回志賀町議会定例会会議録 

 平成２１年６月３日、第２回志賀町議会定例会を志賀町役場議場に招集した。 

（午前１０時０２分 開会） 

（出席議員） 

  １番  南   政 夫 

  ２番  橘   照 茂 

  ３番  下 池 外巳造 

４番  須 磨 隆 正 

  ５番  越 後 敏 明 

６番  田 中 正 文 

  ７番  寺 岡 真貴子 

  ８番  冨 澤 軒 康 

  ９番  櫻 井 俊 一 

１０番  林   一 夫 

 １１番  松 浦 恒 義 

 １２番  戸 坂 忠寸計 

１３番  小 田 芳 治 

１４番  辻   武 美 

１５番  久 木 拓 栄 

１６番  木 村 正 男 

１７番  山 本 辰 榮 

１８番  稲 村 幸 雄 

（議案説明のため出席した者の職氏名） 

  町     長    細 川 義 雄 

  副  町  長    坪 野 高 志 

  副  町  長    綱 木 常 一 

総 務 課 長    新 木 利 夫 

  富 来 支 所 長    小 山   剛 

企画財政課長    柴 田 一 廣 

  情報推進課長    石 川 喜 治 
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  税 務 課 長    藤 田 好 博 

  住 民 課 長    小 谷 正 衛 

  子育て支援課長    狩 野   博 

  健康福祉課長    藤 沢 憲 雄 

 生活安全課長    横 川 外 治 

  商工観光課長    富 樫 一 就 

  農林水産課長    吉 村 收 市 

  建 設 課 長    西   清 一 

  上下水道課長    平 野 敏 一 

  富来病院事務長    高 瀬   清 

  会 計 管 理 者    堤 谷 一 博 

教  育  長    青 山 源 隆 

  学校教育課長    向 畠   登 

  生涯学習課長    萬 上   巧 

（職務のために出席した者の職氏名） 

議会事務局長     中 村 久 明 

書    記     西   清 孝 

書    記     岡 部 太 郎 

（議事日程） 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２  会期の決定 

日 程 第 ３  諸般の報告 

日 程 第 ４  町長提出 報告第１号ないし第１６号及び 

議案第６７号ないし第７０号（提案理由説明） 

日 程 第 ５  常任委員の選任 

日 程 第 ６  議会運営委員の選任 

追加日程第１  原子力発電所対策特別委員辞任の件 

 追加日程第２  生活環境等対策特別委員辞任の件 

 追加日程第３  原子力発電所対策特別委員選任の件 

 追加日程第４  生活環境等対策特別委員選任の件 
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（ 開 会 ・ 開 議 ） 

戸坂 忠寸計議長 ただ今から平成２１年第２回志賀町議会定例会を開会し、直ちに本日

の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

日程第１．会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

戸坂 忠寸計議長 日程に入り、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員に 

１０番 林 一夫 君、 

１１番 松浦 恒義 君を指名します。 

 

日程第２．会 期 の 決 定  

戸坂 忠寸計議長 次に、会期の決定を行います。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から６月１５日までの１３日間にしたいと思

います。 

これに、ご異議ありませんか。 

(異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし) 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます 

         よって、本定例会の会期は、本日から６月１５日までの１３日間に決

定しました。 

 

日程第３．諸 般 の 報 告 

戸坂 忠寸計議長 続いて、諸般の報告を行います。 

         諸般の報告は、お手元に配布のとおりであります。 

         諸般の報告を終わります。 

 

日程第４．町長提出 報告第１号ないし第１６号、議案第６７号ないし第７０号 

（提 案 理 由 説 明） 
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戸坂 忠寸計議長 次に、本日町長から提出のありました、報告第１号ないし第１６号、

議案第６７号ないし第７０号に対する提案理由の説明を求めます。 

細川町長。 

細川 義雄町長 はい、議長。 

本日ここに、平成２１年第２回志賀町議会定例会を招集申し上げました

ところ、議員各位におかれては、公私とも御多用の折にもかかわりませず、

御応招を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

        今年に入って、メキシコを中心に猛威を振い始めた新型インフルエンザ

ですが、ついに日本にも上陸し、先月１６日には国内初の感染者が確認さ

れました。 

        毒性は弱いと言われているものの、感染力が強く、それ以後、毎日のよ

うに感染者数が増加してきた事から、当町におきましても４月３０日の相

談窓口開設に続き、５月１８日に志賀町新型インフルエンザ対策本部を立

ち上げ、同日に第１回対策本部会議を開催したところであります。 

        今のところ、幸いにも町内或いは県内での感染者は確認されておりませ

んが、今後とも事態に即応できる体制を取りながら、感染の予防対策にも

万全を期して行かなければならないと考えております。 

        さて、昨年、世界中を震撼させたアメリカ発の金融危機は、日本にとっ

ても１００年に一度の経済危機と言われているように、国内経済に非常に

大きな影響を与えております。 

先ごろ内閣府が発表した１月から３月期の国内総生産速報値が前期比、

年率換算でマイナス１５．２パーセントと戦後最大の減少率であった事か

らも、国内における経済活動がいかに大きく落ち込んでいるかが伺えます。 

        政府ではこのような未曾有の経済危機を乗り越えるため、追加経済対策

として、総額１５兆円を超える補正予算を計上し、雇用対策や金融対策或

いは公共事業の前倒し実施と言った緊急的な対策、並びに環境対応車、グ

リーン家電の普及など CO2 削減に向けた施策や健康長寿、子育て支援な

どの「将来を見据えた投資」を実行し、対処するとしております。 

        今回の追加経済対策に関しましては、当町としても、効率的な事業実施

を図るため、国会の動向を見守りながら、事業の受け皿としての補正予算
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などにつきまして、議会の皆様方とご相談をさせていただきながら、対応

して参りたいと考えております。 

        いずれにしましても、国で実施します諸施策が功を奏して、一刻も早く

景気が回復する事を願うものであります。 

もう一点、志賀原子力発電所についてでありますが、地域住民並びに議

会の皆様方のご理解を得て、昨年６月１１日から営業運転を行っておりま

した２号機に引き続き、１号機が先月５月１３日に国の最終検査に合格し、

同日から営業運転を再開致しました。 

これにより、１号機・２号機が同時に営業運転を開始しましたので、電

力需要が高まる夏場に向けて、安定的な電力供給の体制が整った事になり

ますし、世界的に対応が求められている温室効果ガスの削減にも貢献でき

るものと考えております。 

もちろん、発電所の立地町である志賀町にとっては、それ以上に安全で

信頼される発電所の運営が求められる訳でありますが、北陸電力では安全

を最優先に、隠さない企業風土と安全文化の構築に向けた取り組みを継続

するとしておりますし、実際こうした取り組みの結果が浸透し、定着して

来ていると感じているところでもあります。 

        また、既にご承知のとおり、以前から当町での設置を強く要請して参り

ました北陸電力のメガソーラー発電所ですが、能登中核工業団地内に建設

する事が決定し、５月２０日に石川県知事が立ち会う中で、志賀町と北陸

電力で立地協定書を締結致しました。 

        発電所の規模は１,０００ＫＷで平成２２年度着工、２３年度運転開始

を予定しており、完成しますと福浦地区で事業を進めている風力発電所と

共に、環境にやさしいエネルギー供給の拠点として、また、低炭素社会へ

の積極的な取り組みの町としてのイメージをアピールできるものと思って

おります。 

さて、本定例会に提案申し上げ、ご審議いただく案件は、平成２０年度

の各会計の補正予算及び条例の一部改正の専決処分の報告が１６件、議案

として条例の一部改正案が４件の合計２０件であります。 

以下、その大要につきましてご説明申し上げます。 
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まず、報告第１号ないし報告第１０号は、平成２０年度の各会計に係る

事業費の確定及び精算等に伴う補正予算であり、いずれも本年３月３１日

をもって専決処分いたしましたもので、議会に報告し、承認をお願いする

ものであります。 

報告第１号、平成２０年度志賀町一般会計補正予算（第５号）について

は、歳入歳出予算にそれぞれ３億４８９万３千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を１５６億８，３７１万７千円としたものであります。 

報告第２号、平成２０年度志賀町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ８，０３４万８千円を

減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２７億４，６１６万２千円とした

ものであります。 

報告第３号、平成２０年度志賀町老人保健特別会計補正予算（第３号）

については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ３，１０７万６千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億３，４６０万４千円としたもので

あります。 

報告第４号、平成２０年度志賀町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，９０７万８千円

を減額し、歳入歳出予算総額をそれぞれ２億８，２１２万９千円としたも

のであります。 

報告第５号、平成２０年度志賀町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第４号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，１８４万５

千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億３８６万７千円とした

ものであります。 

報告第６号、平成２０年度志賀町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ５，６９３万１千円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億４，１２８万９千円とし

たものであります。 

報告第７号、平成２０年度志賀町地域し尿処理施設整備事業特別会計補

正予算（第３号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ４５６万

８千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，３５９万５千円とし
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たものであります。 

報告第８号、平成２０年度志賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ５１万２千円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，５２１万７千円としたものであります。 

報告第９号、平成２０年度志賀町介護保険特別会計補正予算（第３号）

については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ９，０９８万８千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２４億１，４５９万円としたものであ

ります。 

報告第１０号、平成２０年度志賀町ケーブルテレビ事業特別会計補正予

算（第４号）については、歳入歳出予算の総額からそれぞれ４，４９３万

９千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億８，００４万２千

円としたものであります。 

報告第１１号ないし報告第１３号については、いずれも地方税法の改正

に伴う適用条項の改正で、いずれも３月３１日付けで専決処分させていた

だきましたもので、議会に報告し、承認をお願いするものであります。 

報告第１１号、志賀町税条例等の一部を改正する条例については、個人

住民税における住宅ローン特別控除の創設、上場株式等の配当及び譲渡益

の個人住民税の課税、土地等の長期譲渡所得に係る特別控除の創設及び土

地に係る固定資産税の負担調整措置について所要の改正を行ったものであ

ります。 

報告第１２号、志賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

ては、国民健康保険税の介護納付金課税額について、限度額を９万円から

１０万円に引き上げたものであります。 

報告第１３号、志賀町都市計画税条例の一部を改正する条例については、

住宅等に課する都市計画税の特例期間の延長等、所要の改正を行ったもの

であります。 

        報告第１４号ないし報告第１６号については、志賀町議会議員、志賀町

常勤の特別職並びに志賀町一般職の職員に本年６月期に支給される期末・

勤勉手当について、その支給月数を引き下げるための所要の改正で、いず

れも本年５月２９日付けで専決処分をさせていただきましたので、議会に
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報告し、承認をお願いするものであります。 

報告第１４号、志賀町議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例については、現下の国内における厳しい

経済情勢に鑑み、志賀町議会議員に支給される平成２１年６月期の期末手

当について、支給月数を０．１５ヵ月引き下げるための所要の改正を行っ

たものであります。 

報告第１５号、志賀町常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例については、志賀町議会議員同様、町長、副町長及び教育長

の平成２１年６月に支給される期末手当について、支給月数を０．１５ヵ

月引き下げるための所要の改正であります。 

報告第１６号、志賀町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例については、本年５月１日に人事院勧告がなされ、国家公務員に支

給される６月期の期末・勤勉手当の支給月数をそれぞれ０．１５カ月、 

０．０５ヵ月、合計で０．２ヵ月、暫定的に引き下げる事になった事から、

当町においてもこの措置に従い、一般職の職員の期末・勤勉手当の支給月

数について、国と同様の引き下げを行うため所要の改正を行ったものであ

ります。 

次に、議案第６７号、志賀町税条例の一部を改正する条例については、

平成２０年度の税制改革に伴い、個人住民税の寄付金控除規定を改正する

ものであります。 

        議案第６８号、志賀町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

は、平成２１年１月から産科医療補償制度が創設された事に伴い、出産育

児一時金の額が３５万円から３８万円に引き上げられましたが、更に、緊

急の少子化対策として、平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日

までの間に出産した場合、その額が４万円引き上げられ、４２万円になる

ための所要の改正を行うものであります。 

        議案第６９号、志賀町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例については、心身障害者医療費助成制度において高額介護合算

療養費を支給するにあたり、所要の改正を行うものであります。 

        議案第７０号、志賀町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
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る条例については、能登地域での医師不足を補うため、町立病院等の町職

員としての医師が他の医療機関からの派遣要請に応じ、主たる勤務地を離

れて医療業務に従事した場合の医師派遣手当を新設するものであります。 

        以上、本定例会提出案件２０件についての概要説明を終わらせていただ

きますが、詳細につきましては、議事の進行に従い、私又は関係職員が説

明にあたりますので、議員各位におかれましては、何とぞ慎重なるご審議

のうえ、適切なるご決議を賜りますようお願いをいたします。 

        なお、最後になりましたが、一言追加して発言させていただきたいと思

います。私の進退についてでありますが、議長さんよろしいでしょうか。 

戸坂 忠寸計議長 引き続き、町長が発言を求めておりますので、これを許可します。 

細川町長。 

細川 義雄町長 はい。 

議長さんのお許しをいただきましたので、私の進退について所信を述べ

させていただきたいと思います。 

        去る平成１９年の春、かねてからの体調不良に加え、町発注工事を巡る

一連の訴訟や捜査などによって、私は心身ともに疲労が困ぱいし、その結

果として多くの皆様に大変ご迷惑とご心配をかける事態を招きました事は、

現在においても誠に心苦しく、申し訳ない事をしたとこのように思ってお

ります。 

        当時は、現職には恋々とせず、然るべき時期において職に区切りを付け

るという事を考えながら、未曾有の能登半島地震の発生による被災者の生

活支援、被災地の復旧と復興、そしてまた志賀原子力発電所１号機に係る

事故隠蔽問題の解決に向け鋭意取り組んでまいりました。 

        お陰様で、能登半島地震からは立直り、発電所問題についても北陸電力

の全社を挙げた改善対策によって、信用と信頼が回復されようとしており

ます。 

        また、町発注工事に係る訴訟についても、原告の訴えを棄却する旨の判

決が確定をしまして、本件は決着にいたっておるところであります。加え

て、私の体調も回復し、体を壊す以前の状態に近づいております。 

        あれから関係各位のご支援によって、２年余りが経過をいたしました。
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私は然るべき時期にという事を公言しており、自分の中では一定の区切り、

いわゆる、けじめをつけなければならないという事は常日頃考えておりま

す。 

        日々この命題を抱えながら職務を遂行する中で、昨年は２年に一度の町

内１６地区を対象とした地区懇談会を実施し、町民の生の声を拝聴させて

いただきました。 

        この地区懇談会では、意見交換や提言などを聞いて、町づくりに反映す

る事を目的として実施しているものでありますが、全地区を巡回しながら、

志賀地域と富来地域の格差や住民意識の差が、合併後４年近くが経過する

中においても、いまだに払拭されていない事を切実に感じ、合併時に掲げ

ました、町民の融和にはまだまだ達していない事を強く実感いたしました。 

        在任中に後継者、つまり志賀町を引っ張っていく新しいリーダーにバト

ンを渡したいと考えまして、色々な方にも相談いたしましたが、このよう

な格差や融和が醸成されていない中において、合併時の町長、そして合併

後の初代町長として、第一に掲げる住民の融和が図られていない事を認識

しながら、職を辞することが、果たして正当なのか、正義なのか、政治責

任として許されるのかという事を問い、また、進退について相談に応じて

いただいた皆様方からも異口同音に政治責任を問われ、政治に生きる人間

として、自責の念に駆られているところであります。 

        新町の融和が形成されるまでは、初代町長が責任を持って当たらなけれ

ば合併した意味がない。また、途中で投げ出さず、引き続き町政に携われ

と、厳しい意見やお叱りをいただき、私自身も合併の当事者として、この

融和については合併の至上命題として認識し、責任を痛感しているところ

であります。 

        一方、住民生活に眼を向けてみますと、百年に一度と言われる経済不況

の中において、地場産業への影響や雇用への影響は深刻な問題であり、住

民生活を守るため、行政として最大限の施策を講じていく事が急務の課題

であり、停滞は許されない時期にあります。 

        こうした色々な課題が山積する中でも、任期満了によって責任を放棄す

るという事は誠に容易な選択でありますし、私個人としましても、政治責
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任から解放される最も安易な選択肢であると思います。 

        しかし、私も旧町から通算５期に渡り町政の舵取り役をさせていただい

た自負や町への愛着、そして何よりもお世話になった町民の皆様の恩義を

深く感じており、諸課題を解決せぬまま現職を退くという事は、町民への

裏切りではなかろうか、或いは敵前逃亡にはならないのか、という事を自

問自答しながら、日々その判断を迫られているところであります。 

        町長とは、申すまでもなく公僕の身であります。進退を公言しながらも

諸課題を解決しないまま現職を退いて町や住民を裏切る事はできない。 

        もし、皆様のお許しをいただけるなら、来たる９月において直接町民の

審判を仰ぎ、積み残した懸案・諸課題に滅私奉公の姿勢で全力をもって取

り組んでまいりたい、このように考えておりますので、皆様の一層のご理

解をお願い申し上げ所信の一端とさせていただきます。どうもありがとう

ございました。 

戸坂 忠寸計議長 説明を終わります。 

 

日程第５．常任委員の選任 

戸坂 忠寸計議長 続いて、常任委員の選任を行います。 

         ここで暫時、休憩します。 

（休  憩）             （午前１０時２６分） 

（再  開）    （午前１１時５４分 出席議員 １８名） 

 

戸坂 忠寸計議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

         お諮りします。 

         常任委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって、

お手元に配布しました名簿のとおり指名したいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

よって、常任委員は、お手元に配布しました名簿のとおり選任する事

に決定しました。 
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日程第６．議会運営委員の選任 

戸坂 忠寸計議長 次に、議会運営委員の選任を行います。 

お諮りします。 

議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定に

よって、お手元に配布しました名簿のとおり指名したいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

よって、議会運営委員は、お手元に配布しました名簿のとおり選任す

る事に決定しました。 

戸坂 忠寸計議長 ここで、暫時休憩します。 

  （休  憩）             （午前１１時５９分） 

（再  開）    （午後 １時２２分 出席議員 １８名） 

 

戸坂 忠寸計議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

休憩中に、各常任委員会、及び議会運営委員会が開催され、委員会条

例第９条第１項及び第２項の規定によって、各常任委員会、及び議会

運営委員会の委員長並びに副委員長が互選されましたので、ご報告い

たします。 

総務常任委員長に、冨澤 軒康君、同副委員長に、林 一夫君。 

教育民生常任委員長に、南 政夫君、同副委員長に、寺岡 真貴子君。 

産業建設常任委員長に、橘 照茂君、同副委員長に、下池 外巳造君。 

議会運営委員長に、松浦 恒義君、同副委員長に、林 一夫君。 

以上のとおりであります。 

戸坂 忠寸計議長 休憩中、原子力発電所対策特別委員の林 一夫君、及び生活環境等対

策特別委員の辻 武美君から特別委員を辞任したい旨、申し出がありま

した。 

         お諮りいたします。 

林 一夫君及び辻 武美君の特別委員辞任の２件を日程に追加し、直
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ちに議題としたいと思います。これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

 したがって、特別委員辞任の件を日程に追加し、直ちに議題とする事

に決定しました。 

 

追 加 日程第１．原子力発電所対策特別委員辞任の件 

戸坂 忠寸計議長 初めに、林 一夫君の原子力発電所対策特別委員辞任の件を議題とし

ます。 

地方自治法第１１７条の規定によって、林 一夫君の退場を求めます。 

（林 一夫議員退場）           （午後 １時２５分） 

戸坂 忠寸計議長 本日、林 一夫君から一身上の都合により、原子力発電所対策特別委

員を辞任したいとの申し出がありました。 

お諮りします。 

         本件は、申し出のとおり辞任を許可することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

したがって、林 一夫君の原子力対策特別委員の辞任を許可する事に

決定しました。 

ここで、林 一夫君の入場を求めます。 

（林 一夫議員入場）           （午後 １時２６分） 

 

追 加 日程第２．生活環境等対策特別委員辞任の件 

戸坂 忠寸計議長 続いて、辻 武美君の生活環境等対策特別委員の辞任の件を議題とし

ます。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、辻 武美君の退場を求めます。 

（辻 武美議員退場）           （午後 １時２７分） 

戸坂 忠寸計議長 本日、辻 武美君から一身上の都合により、生活環境等対策特別委員

を辞任したいとの申し出がありました。 

お諮りします。 
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 本件は、申し出のとおり辞任を許可することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

         したがって、辻 武美君の生活環境等対策特別委員の辞任を許可する

事に決定しました。 

         ここで、辻 武美君の入場を求めます。 

（辻 武美議員入場）           （午後 １時２７分） 

戸坂 忠寸計議長 以上の結果、原子力発電所対策特別委員、及び生活環境等対策特別委

員に各一人の欠員が生じました。 

         お諮りします。 

原子力発電所対策特別委員の選任、及び生活環境等対策特別委員の選

任の二件を日程に追加し、直ちに選任したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

したがって、特別委員選任の件を日程に追加し、直ちに選任する事に

決定しました。 

 

追 加 日程第３．原子力発電所対策特別委員選任の件 

戸坂 忠寸計議長 初めに、原子力発電所対策特別委員選任の件を議題とします。 

お諮りします。 

原子力発電所対策特別委員については、委員会条例第７条第１項の規

定により、辻 武美君を指名したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

 したがって、原子力発電所対策特別委員に辻 武美君を選任する事 

に決定しました。 

 

追 加 日程第４．生活環境等対策特別委員選任の件 

 －１４－ 



戸坂 忠寸計議長 次に、生活環境等対策特別委員選任の件を議題とします。 

 お諮りします。 

生活環境等対策特別委員については、委員会条例第７条第１項の規定

により、林 一夫君を指名したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

         したがって、生活環境等対策特別委員に林 一夫君を選任する事に決

定しました。 

戸坂 忠寸計議長 ここで、暫時休憩します。 

  （休  憩）             （午後 １時２９分） 

（再  開）    （午後 １時３９分 出席議員 １８名） 

 

戸坂 忠寸計議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

休憩中に、原子力発電所対策特別委員会が開催され、その委員会にお

いて委員長の辞任を許可し、新しい委員長に辻 武美君が互選されま

した。 

また、生活環境等対策特別委員会が開催され、欠員となりました生活

環境等対策特別委員長に林 一夫君が互選された旨の報告がありまし

た。 

 

（  休   会  ） 

戸坂 忠寸計議長 続いて、休会の件について、お諮りします。 

         議案調査等のため、明４日から７日までの４日間、休会としたいと思

います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

戸坂 忠寸計議長 異議なしと認めます。 

よって、明４日から７日までの４日間、休会する事に決定しました。 

次回は、６月８日午前１０時から会議を開きます。 
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本日は、これで散会します。 

（午後 １時４０分 散会） 
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議 長 報 告 

１．議長報告第１１号 

  入札結果報告について 

  （平成２１年３月２７日  ２件） 

   

２．議長報告第１２号 

  例月出納検査結果報告について 

  （平成２１年３月２３日実施分） 

 

３．議長報告第１３号 

  例月出納検査結果報告について 

  （平成２１年４月２４日実施分） 

 

４．議長報告第１４号 

  入札結果報告について 

  （平成２１年５月７日  １０件） 

 

５．議長報告第１５号 

  入札結果報告について 

  （平成２１年５月１９日 １０件） 

 

６．議長報告第１６号 

  例月出納検査結果報告について 

  （平成２１年５月２５日実施分） 

 

７．議長報告第１７号 

  繰越明許費計算書について 
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 －１８－ 

８．議長報告第１８号 

 法人の経営状況について 

① 志賀町土地開発公社 

② 財団法人志賀町公共施設等管理公社 

③ 有限会社フローリィ 

④ 株式会社富来観光産業振興公社 

 

９．議長報告第１９号 

  入札結果報告について 

  （平成２１年５月２６日 １４件） 

 


